
文部省
科学研究費助成研究

国際学術研究E件、鍾点領起草E件、基態研究13

件、奨励研究31午、データベース1f'牛の計21件

が採択された。

-中国古漬壁画の総合的調査と保存法の

開発研究

代表者・回中琢国際学術研究新規

中国・侠西約四安市JI~辺に は 、 r.!t(~を中

心とした古tM~i曹lが多祉に現存する 。 古

t!t内部iから争II~'取った多数の壁画が侠西

歴史博物館その他の機関に保管されてい

る。 これらの移設した略画について、壁

体の強化方法、顔料の槌色 ・争11洛防止対

策の研究、ならびに考古学 ・美術史学・

処築火学の総令的な淵査研究をおこなう。

+陶磁器文化の吏流に関する科学的研究

代表者 ・沢田正日目 国際学術研究新規

日本 ・総国 ・'11国 ・東南アジア地域で生

産された陶磁終について、その胎土や幸Ih

薬を分析し、考t.":+.美術史学的調査を

おこ ない、陶磁お文化の交流圏の確認t

交涜の~1i告を究明する 。 わが国では、全

国各地にこれらの陶磁総が大抵に出土し、

あるいはf云l止している。 また、スミ Yニ

アン研究機構l刻辿機関でも数多くの東洋

陶磁25を所蔵 してお り、分析 ・調査に|刻

する共同研究をおこなう。

・二条大路木簡データベース

代表者・町田 霞データベース継続

長屋王家木間データペース作成グループ

は、 j量出王家木簡に引 き続き、 1994年度

以米研究成-*公|持l促進'fr(データベース)

の支給を受け、 7万点余にのぼるこ条大

路木簡のすべてについて、文字的報u直l
i怒とをリンクさせたデータベースを作成

すベ〈、作業ぞ:il主めている。

・遺跡傑査法の総合的開発研究

代表者・西村康 箆点領i或(l)継続

表記研究の総開局f として、研究1H~逃と公

表、千千及を任J先としてきた。平成 4年度

に IJ~I始した本f.Ji域研究lま平成 8 年度ぞ も

って終 fしたが、研究に参加Iした研究者

が111心 となって、ト1*文化財探査学会の

設立、Q12fi11同際i立制:探査学会の日本IIH
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1住な Eに取り去ILtJ"1'定である。

・集落、埋納遺跡の探査

代表者 ・西村康量点領媛臼継続

広域iu跡である!IH在、寺院、官151遺構を

効率良 〈正確に ~!fI定して、遺跡制査とそ

の{呆イ7-1こ役立つ資料を提供する こと、弥

生時，(~を 11 1心とする 7f銅巡物の所在推定

とを目的と する。j也'11レーダ一様笠の方

法を中心に、 ';!i:主l傑査、磁気採資、 屯磁

誘導係査のブJi去を刊HIfすれば、必姿な地
下情報が採取できる ことをlidi認できた。

・トイレ遺摘の総合的研究

代表者・黒崎直基盤研究A 継続

トイレ遺構の認定手法および研究の方法

ぞ考合学を小心に して、 |県1:i1!するよ百分野

t共同研究する。 3{ド継絞の2;ド目。総

合研究会をIIflmiし、 ヲeimされたi立構や造

物について検Hした。lJil1Y地方の一例で

は、水洗式からくみl!l{り式への転換がた

どれ、 それは人!f.SJ肥料の平IIJtJlmWiを暗示

する。 またよ絡にH.j''j'する q，民政塩」の

析出から「しぴん」のイ子花を47え、寄生

以卯を?とむなうT片墳時代の木樋i立構が出

産儀礼と|刻.i!liする可能性などを検討した。

・常時微動測定による古建築の傍造安定

性に閲する研究

代表者 ・内田昭人基盤研究B 継続

伝統的木i1i:!&築物の仮!日j特性を把隠する

ことを目的とし、法隆寺!&物4隙につい

てお時徴illJn1111Aをおこ なった。五重I答は

1.次のflil平i1hiillJJ数0.90Hz(ヘルツ=1秒

1Il1のt!Hi)J数)で水平に航れながら、同時

に2次2.50Hzの振動数で弓形にしなるiJj}J

きをして いた。 減~t定数 lま 4.0%である 。

1次、 2次の間有振動数と減五t定数は、

金堂:1.80Hz' 4.4%、2.07Hz'1. 7%、

中1"1: 1. 56Hz・4.4%、1.80Hz• 2.6%、

大総堂:1. 70Hz， 2.5%、2.10Hz・l.9%

である。

・古代東アジアにおける冠位制度の考古

学的研究

代表者毛利光俊彦基豊富研究C 継続

前年度か ら継続していたH本 ・朝鮮冠の

資料m成についてはほぼ完了し、今年度
1.:t. 11 1 国東北部i ・ ~t，' W~告の資料を多 〈

J収集した。主研究と しては伽耶冠ぞ取 り

あげ、 iお東iI以.ll[の消小凶では新!i!~のi彪

響を受ttて、 6世紀前半に冠位指1Iの原形

が形成されたが、i台東江以西の鴻小国(大

伽耶迎1mでは562$1'-の滅亡時まで未成熟

であったこ!:~~(t諭した。 l従来論文に「朝

鮮古代の冠 -OmIOlj (r堅田直先生古稀

記念論文集J1997$1'-3 J~I )がある。

・北東アジアのツングース系諸民族住居

に関する歴史民族学的研究

代表者・浅川滋男 基盤研究C 継続

2年目の本年度1.:t.、 主と して中国m北地
方におけるツングース ・ il均~+l a否派のf旦い

手たちの住居に|対する資本|含収集した。

また、住宅総令研究財団の助成金により、

m，龍江省の小興安徽ー，ii?で、 エヴェンキ
族およびオロチョン肢の住居を調査した。

その結来、満州抜系の平地位居にみられ

る万二子杭(コ字形の床暖));:胞訟) !:神御!

の配置t関係が、川j{1f形テントの空間構造

を踏襲したものであることなどが、あき

らかになった。

・和鏡の生産と流通 ~出土鏡 ・鋳造遺

跡から見た考古学的考察

代表者 ・杉山 洋基盤研究C 継続

3年にわたる研究によ って、下記のよう

な点がl切らかになった。1)まず研究の第

- 1:して、 金問にわたる拘銭の出土例を

調べ、そのデータベース化をJI'った。こ

れによって、近年の発似調査の進展によ

って、多くの;f1Jj立が発1lliされるとともに、

その出土の別状が把砲されるようになっ

た。1ぷ栄として、全国l怪}.tl時代鋭一覧表

を作成した。2)これらの出土資料の中か

ら、 ~IH 研究上m要である 2 泣跡、三重

県IL羽市や11ねと山崎県南郷村キ111門ヰ111社の

出土鋭守調す.し、:写J".(扮H診を'1'心 とする

調査をおこない、資料を作成 した。3)第

二に全国的に検出例の多く なってきた和

鏡の錦j主遺跡、を報告担:等で抽出すると と

もに、LI.'.土t571の実査をおこなった。その

結果、京r.l1市内における検出例の笠宮さ

から、 11 1 也:}j~lmにおける.fllflìJJlj主力f七・

八粂周辺守小心に活発であったことが判

明すると共に、まか型のtlY~泣などに、|時，(~

による変化のある ことが判明した。

・弥生時代と古績時代の祭租の防車査研究

代表者 ・岩永省三基盤研究C 継続

古代同家形成JUjであった弥生-t." t!tll寺代

における社会のillIJ態のーIliIを、 然記の分

析からあきらかにし、と〈にm団然犯の



出現 ・展開 ・ii'i減の様相と、首長権継*

儀礼の出現 ・展開の級相との有機的i1!聞

を追究した。集団祭犯の動向 lま 、 j'H~1!1

の政治的権力者としての成長と?制妾に|刻

述するが、 iik終的消滅は各集団内部て‘の

自律的契機によるので、なく 、西日本の広

域にわたる首長肘のえg合の結成にともな

う疑似的集団然記としての集団再生折阪!

儀礼の成立をiiij扱とする。

+古代の地方末端における宮街遺跡の

研究 代表者・ 山中敏史 基盤研究C 継続

-ml街以下の「官衡がj逃跡J を縫製する と、

いずれも、国1m街から相対的自体性をも

った郷街とは見なしがたく、郷土えや郷雑

任らがll11司の指揮下に"llIi街機構の機能の

一部を分'J'f.した場であり、郷雑任や郷1~

らの活動の拠点l主 、 ~三米自{J には1m司のü'i:

般的な管事'!i-I;'にfllかれた1m術出先施設や

居宅などに併設された官術補完施設で、あ

ったと考えられる。

・郷筒、郷長宅に関する考古学的研究

代表者 ・松村恵司基盤研究C 新規

律令制下地方行政組織の11k末端に{立出す

る郷に、 「主!Ii術」とよぶべき行政の拠!.'XJj¥Ii

設が存在したか否か、その論争の再検討

を目的とする。「郷長J r _ill_ 1是」 ZIMF-仁日号、

主IJ書紡錘111などを手がかり に、郷長の居

宅の構造をあきらかにし、i1i代集必追跡

の'1'にみえる官lffr的要素をf摘出し、その

性絡を考ー究する。初年度lま郷長|民h主文字

資料と 13追跡の構造分析をおこなったが、

郷土毛の経済的優位性は認められず、郷1~

居宅にやl随するような官術的施設もれ110'1'，

できなかった。 これらのτF尖は、郷長が

白丁から任問され、律令官人機構の'1'に

組込まれなかった-/_J ~実と符令する 。

・製作技法と同箔関係からみた中世Eの

本格的研究

代表者 ・山崎信二基盤研究C 新規

全国の~I"止TL¥t-'製作技j去を中心として 8

JYIに*UI分した。近畿では点目11系・大|坂(fJf

i-I!・利l氷)系 ・大和l系の三.}'i-が独自性を

もち、係j訟・紀伊 ・iiiJ内ではこの三-r.の

系統が地域によって交錯した状況を示す。

|刻京も同級て¥主Hi(I"Jなも のをのぞ.くと 、

武蔵系 ・ 上ff'下町-系 ・ '，~i';陀系に分かれ、

それぞれは近畿の大阪系 ・点目11系 ・大和

系に対J;j5するが、l時JUjによっては他系統

へ移るものがある。

・古代におけるガラス及びガラス製昂製

作に関する塞髄研究

代表者 ・川越俊一 基盤研究C 新規

H本における Ilj-ftの方、ラス及びガラス製

品~1: 1}i'iの1M史的{立世イ・j'f t をあきらかにす

るために、 fi包';Iìl}~ガーラスノレツボとノJ '_:I~_ nl

jJH，2の，'1'，::1二資料を小心に分析をおこなう。

う〉初?を jjjj して、 ji包~!IりfJガラスノレツボ.' 1i 7 

|止紀後半{こ山到し、 tll庁長lHJl鮮半ねに認

められること、 j)J型li3世紀から 81止紀

まで変化のない ことが判明した。 そのが;

来、 H本でのガラスWi立・製品生産は、

7111:紀後半に変革JUlが認められ、その技

術は0]1国大陸や朝鮮半ねをj凶して導入さ

れたとの見通 しをむった。

・歴史的建造物保存修復技術の考え方と

方法 ~地方文化財修復指針案の作成

代表者 ・木村勉基健研究C 新規

建造物保存修復技術の基本的な考rえ}Jと

ブ}沼;について、 ili1'l文化財のJ幼子?と比較

検討しながら、外地のI也jj':文化J!オの状況

営実地調査して分析する。地方文化財に

ふさわしい保存 ・ 修復のあり方を 、 ZJ~~

の{本lIJll、当初jの;n・jllil.修復11寺の調査、調
}t~;i~主の分析と修復方針の検討、実施日l '

同u多坦11工lJC、Aじi;kの作成などのrY-i1=1に
よって検討のうえ、 指針案 fJ也ブj文化財

保イ子修復技術の考 えブJ!:.方法』を作成す

る了-定。調子tをlリIifi以降のi午j瓜主1t築にし

(fり、1996年度li北海道 ・米北地域を淵

資した。

・日本古代の湧泉、;荒れ遺構の研究

代表者・高瀬要一 基盤研究C 新規

近年、奈良県を0]1心とする地域において

発見された 7ケ所の4-81止紀代のゆ水

胞B没と、そニ力か.c， i首玩uれ1.1.山jハ1るy水ドを将いfたよ:_/ド
路のi迂込l占j

I地也、水i&;(、石机み、然記~ìïi:物などを分析

し、泣跡の特色、性絡をあきら かにする

ニとを 1=1(I ~J としている。初年度は 7ケ刈

のiii:跡について現地調査と資料収集、務

理11作業ぞおニなった。

・中近世期における金工材料と製作妓法

の歴史的変遷に関する研究

代表者・村上隆基盤研究C 新規

'1'近|止JUlの泣跡、から11'，土する合」二品を対

象とする材料科学的な兄I也からの澗交に

より、 当11#，の金工製作に用いられた材料

とその技法を採る ことを試みている。た

とえば、武銅タイプの合金が、イ小、柄など

の刀装」共Lやキセノルレな Eに対してすてで‘にl凶6 

1世l!

てで、きた。f云l止資料を'1'心 としたfii，米の美

術工芸史的視点に、本研究の成果を加え

ることで、 日本における金工技術史を体

系イヒする ことを目(1りとしている。

・飛鳥奈良時代における畿内と東固との

受流の研究

代表者・ ;欠山淳奨励研究A 新規

律令同家による地方支配の実態を解明す

るうえで、京国経常の形態、 とくに蝦夷

とl呼ばれた人々との相互の交渉のありか

たを分析する ことは主要な-tJLr.'Xのひとつ

である。本研究ては、飛13石1-'1'泣跡、lこ京

国からもたらされた内而m色土師誌や
「夷」 二μ!』:た・刻:占ー上限等の考古資料を'1'
心に|民Jj主す る資料の集成と分析を?おこな

った。また、 この成栄により飛IL資料館

特別展示 r斉明紀』の一昔11を構成した。

・太政官公文録中の建築{土機密からみた

明治初期木造洋風建築の設計寸法に関す

る研究 代表者 ・長尾充奨励研究A 新規

本研究li、洋風主主祭とともに 日本に紹介

されたメ ー トノレ法、ヤード ・ポンド法な

どの洋式尺!支の建築設計寸法への探用状

況と、伝統的な設，tl寸'法への影響ーを、官

庁|県l述の，建築仕線、~::を通して解明する こ

とを自的と し た。対象 とした木造~築の

仕織~l:: 136jjjj には、洋式尺伎を記す仕，p~~!:=

は皆無で、 羽1 i\ )~J支への換算侃もみいだ

せなt、。iリli台初JUl官庁営繕ては、洋風建

築も羽l式尺j支で設計され、伝統建築への

);診響もきわめて小きかった ことがあきら

かになった。

・近世中期における江戸の緑地学的研究

代表者・平湾毅奨励研究A 新規

本研究の凪 (I~Jは、近世 0]1 )tJlの江戸を対象

として、者11ïIíの緑地的~HlJ利川のあり方

を主に文化史 ・制!支払:の面からあきらか

にすることである。 とくに、半保JUlの江

戸におけ る公|事|的空Ii¥lの成立は注目にあ

たいする。 これらの空IlIJは、火除地広場

や公共のI¥¥IJ也に代衣されるものであり 、

卓保改革の地域政策と絞接なl対述舎も っ

て発展する過程をあきらかにした。
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